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クローンの管理

Workload Factoryでデータベース用のサンドボックスクローン
を作成する

Workload Factory for Databasesでデータベースのサンドボックスクローンを作成する
と、クローンを開発、テスト、統合、分析、トレーニング、 QAなど、ソースデータベ
ースを変更する必要はありません。

タスクの内容

サンドボックスクローンは、ソースデータベースの最新のSnapshotから作成されます。ソースデータベース
と同じMicrosoft SQL Serverでクローニングすることも、別のMicrosoft SQL Serverでクローニングすること
もできます。ただし、同じFSx for ONTAPファイルシステムを共有している必要があります。

開始する前に

サンドボックスクローンを作成する前に、次の前提条件を満たしていることを確認してください。

クレデンシャルと権限

Workload Factoryでサンドボックスクローンを作成する必要があり "AWSアカウントのクレデンシャル
と_read_or_automate_mode権限" ます。

または、[コードボックス]を使用して部分的に完成したテンプレートをコピーしたり、完成したテンプレー
トを作成して、REST APIを使用してWorkload Factoryの外部でサンドボックスクローンを作成したりする
こともできます。"Codebox自動化の詳細"です。

Microsoft SQL Server

新しいサンドボックスクローンをホストするには、Workload Factory for Databasesに管理対象のMicrosoft

SQL Serverが必要です。

AWSシステムマネージャ

AWS Systems Managerを使用してMicrosoft SQLホストでユーザ権限が有効になっていることを確認しま

す NT Authority\SYSTEM 。

ソースデータベース

クローンに使用できるソースデータベースが必要です。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*を選択します。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. [サンドボックス]タブで、*[新しいサンドボックスの作成]*を選択します。

5. [Create new sandbox]ページの[Database source]で、次の情報を指定します。

a. ソースデータベースホスト：ソースデータベースホストを選択します。

b. ソースデータベースインスタンス:ソースデータベースインスタンスを選択します。
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c. ソースデータベース：クローニング元のソースデータベースを選択します。

6. [データベースターゲット]で、次の情報を入力します。

a. ターゲットデータベースホスト：同じVPC内にあり、ソースホストと同じFSx for ONTAPファイルシ
ステムを持つサンドボックスクローンのターゲットデータベースホストを選択します。

b. ターゲットデータベースインスタンス：サンドボックスクローンのターゲットデータベースインスタ
ンスを選択します。

c. ターゲットデータベース：サンドボックスクローンの名前を入力します。

7. マウント：*マウントポイントの自動割り当て*または*マウントポイントパスの定義*を選択します。[マウ
ントポイントパスの定義]*を選択した場合は、マウントポイントパスを入力します。

8. タグを定義：サンドボックスクローンを定義するタグを選択します。

9. [ 作成（ Create ） ] をクリックします。

ジョブの進行状況を確認するには、*ジョブ監視*タブに移動します。

サンドボックスクローン内のデータの整合性をチェックする

整合性チェックを実行して、サンドボックスクローンデータに影響がないか破損してい
るかを確認します。

タスクの内容

ソースデータベースがビジー状態のときにソースデータベースからサンドボックスクローンを作成すると、ク
ローンのデータがソースデータベースの最新のスナップショットと同期していない可能性があります。この処
理では、サンドボックスクローン内のすべてのオブジェクトの整合性がチェックされ、サンドボックスクロー
ンデータが最新かどうかが確認されます。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*を選択します。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. [Sandboxes]タブで、サンドボックスクローンの[three dots]メニューをクリックして整合性をチェックし
ます。

5. [整合性チェックの実行]*を選択します。

6. [整合性チェック]ダイアログで、*[整合性チェック]*をクリックします。

7. サンドボックスまたはジョブ監視で整合性チェックのステータスを確認します。

整合性チェックに失敗した場合は、サンドボックスクローンを使用せずに、新しいサンドボックスクローンを
作成することを推奨します。

Workload Factory for Databasesでのサンドボックスクローン
のリバート

データベースクローンを作成時の元のバージョンに戻します。
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タスクの内容

データベースをクローニングする場合、作成時のクローンは_baseline_cloneになります。クローンデータベ
ース内のデータは、作成時のソースデータベースと同じです。サンドボックスデータベースクローン内のデー
タが時間の経過とともに変化する場合は、クローンが最初に作成されたときにデータをベースラインに戻すこ
とができます。この処理は、クローンのベースラインの再設定と呼ばれます。新しいクローンを作成するので
はなくクローンのベースラインを再設定すると、スペースが節約されますが、サンドボックスクローンに対す
る変更はすべて削除されます。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*を選択します。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. [サンドボックス]タブで、元に戻すサンドボックスクローンの3つのドットメニューをクリックします。

5. [ベースラインの再設定]*を選択します。

6. [ベースラインの再設定]ダイアログで、*[ベースラインの再設定]*をクリックします。

データベースのワークロードファクトリでのサンドボックスク
ローンの更新

現在または過去の時点のソースデータベースと同等になるように、データベースクロー
ンを更新します。

タスクの内容

クローンを更新すると、現在のソースデータベース、または過去の時点で作成されたソースデータベースのス
ナップショットに対してクローンが更新されます。サンドボックスクローンに対する変更はすべて削除されま
す。

開始する前に

更新は、ソースデータベースがアクティブな場合にのみ実行できます。

Snapshotからデータベースクローンを更新するには、処理用にソースデータベースに少なくとも1つ
のSnapshotが必要です。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*を選択します。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. [サンドボックス]タブで、更新するサンドボックスクローンの3つのドットメニューをクリックします。

5. [更新]*を選択します。

6. [Refresh]ダイアログで、次のいずれかのオプションを選択します。

a. 現在の時刻に更新

b. ポイントインタイムに更新
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このオプションでは、に更新するデータベーススナップショットをドロップダウンメニューから選択
します。

7. [* 更新 * ] をクリックします。

サンドボックスクローンをCI/CDツールに接続する

REST APIコードを使用してサンドボックスクローンを継続的統合/継続的導入（CI / CD

）パイプラインに接続し、自動化によるソフトウェア提供の向上を実現します。

タスクの内容

新しいバージョンのソフトウェアをデータベースクローンに自動的に提供するには、CI / CDパイプラインに
接続する必要があります。この処理で提供されるREST APIコードを使用して接続を確立します。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*を選択します。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. [サンドボックス]タブで、サンドボックスクローンの3つのドットメニューをクリックしてCI/CDツールに
接続します。

5. [CI/CDツールに接続]*を選択します。

6. [CI/CD]ダイアログで、CI/CDツールへの接続に必要なREST APIコードをコピーまたはダウンロードしま
す。

7. [* 閉じる * ] をクリックします。

サンドボックスクローンの接続情報の表示

サンドボックスクローンの接続情報を表示およびコピーします。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*を選択します。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. [サンドボックス]タブで、サンドボックスクローンの3つのドットメニューをクリックして接続情報を表示
します。

5. [接続情報を表示]*を選択します。

6. [接続情報の表示]ダイアログで、必要に応じて接続情報をコピーします。

7. [* 閉じる * ] をクリックします。
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ソースデータベースからサンドボックスクローンをスプリット
する

ソースデータベースからサンドボックスクローンをスプリットすると、一定量のストレ
ージ容量を消費する新しいデータベースが作成されます。スプリットが完了するとクロ
ーンが削除され、新しいデータベースがインベントリに表示されます。

開始する前に

新しいデータベースに必要なストレージ容量を検討します。作業を開始する前に、FSx for ONTAPファイルシ
ステムが必要な場合 "ファイルシステムの容量の拡張" 。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*を選択します。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. [サンドボックス]タブで、分割するサンドボックスクローンの3つのドットメニューをクリックします。

5. [分割]*を選択します。

6. [分割]ダイアログで、*[分割]*をクリックします。

ソースデータベースからサンドボックスクローンをスプリット
する

不要になったサンドボックスクローンを削除し、ストレージ容量を解放したい。

手順

1. にログインし "Workload Factoryコンソール"ます。

2. [データベース]タイルで、*[データベースインベントリに移動]*をクリックします。

3. [データベース]で、[サンドボックス]タブを選択します。

4. 削除するサンドボックスクローンの3つのドットメニューをクリックします。

5. 「 * 削除」を選択します。

6. [削除]ダイアログで、*[削除]*をクリックします。
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